6W2Hのテンプレート（記入例付き）


【Why（なぜその事業をやるのか）】
	「お金と前向きに向き合い、可能性を広げる」サービスを提供し、すべての人の“お金のプラットフォーム“になるため。



【What（具体的にどのような事業をするのか）】
	確定申告を自動化できるクラウドサービスを提供する。



【Where（想定する市場はどこか）】
	日本全国の中小企業・個人事業主向けの会計市場を想定する。



【Whom（ターゲット）】
	銀行やクレジットカードの明細などのさまざまな証憑を入力していく作業が大変に感じている、中小企業の経理担当者および個人事業主。



【When（いつ・どのタイミングで実施するのか）】
	20XX年●月末をめどにベータ版をリリースする。



【Who（誰が実施するのか）】
	営業担当者：●名
開発担当者：●名
で実施する。



【How to（どのように実施するのか）】
	アカウントアグリゲーションを用いて銀行口座や証券、電子マネーなどのサービスと連携し、事業活動で使われる請求書や領収書、銀行明細などの証憑を取り込めるようにする。



【How much（収支や資金はいくらか）】
	開発資金として●●万円をVCより調達する。1アカウントあたり●円で販売するため、次年度の売上高は●●万円、経費は●●万円、純利益は●●万円となる。



